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１．はじめに 

大学生という時期においてはアイデンティテ

ィを形成することが重要という指摘がされてい

る（Erikson, 1959; 1968）。アイデンティティは、

自己を他者とは違う自己と認識し、過去・現在・

未来の自己も間違いのない自己であり、その自己

を他者からも認識されているという自信と定義

される。また、アイデンティティは社会構成主義

的に他者との関係性やメディアなどから形成さ

れると指摘されている（Gergen, 1994; 家島, 2006）。 

本稿では、他者との相互の関係性が大学生のア

イデンティティにどのような影響を与えるのか

について考察することを目的に実施する。 

２．対象・方法 

対象者は高知大学地域協働学部 1年生 60名で、

必修授業である「大学基礎論」「学問基礎論」を用

いて全 3回実施した。第 1回は 6 月、第 2 回は 7

月、第 3 回は 10 月に実施し、対象者はペアでの

対話形式で参加した。分析データは各回で回収さ

れる振り返りシートを用い、樋口ら（2022）の計

量テキスト分析ツールである「KH Coder」を使用

した。なお、分析に使用することを承諾した学生

のみのデータを使用している。 

第 1 回は、他者からどのような影響を受けてき

たか過去を掘り下げてもらうことを目的に実施

した。はじめに、対象者は自身の価値観をリスト

から 5 つを選択する。次に、人生に影響を与えた

他者を 3人挙げ、その他者との関係性やエピソー

ド、その他者が持っていると思う影響力や価値観

を考えてもらう。最後に、最初に選択した価値観

と選んだ他者との関係性を考えてもらうという

流れである。 

第 2回は、自身のアイデンティティを言語化し

てもらうことを目的に行なった。その際に、アイ

デンティティを考える方法として親和性があり、

言語化を支援する方法として、「LEGO® SERIOUS 

PLAY®」というメソッドを用いた（ラスムセンほ

か, 2016; Harmon, 2025）。 

第 3回は、自己が他者にどのような影響を与え

てきたか、自己が他者にどのような影響を与えら

れるかを考えることを目的に行なった。はじめに、

人生で他者に何らかの影響を与えたと感じた関

係性やエピソードについて考えてもらった。その

後、自身の影響力をキーワード化してもらった。 

３．結果 

３–１ 他者について 

影響を受けた他者と影響を与えた他者をグラ

フ化したものが図 1・2である。全体を通して「友

人」が最も多い結果であった。影響を受けた他者

では、母親などの家族や教師といった身近な他者

や教育環境での年長者に関するものが多く挙げ

られた。影響を与えた他者では、後輩や兄弟姉妹

が多く挙げられており、兄弟姉妹も弟や妹が多か

ったため、身近で自身よりも年少の他者が多かっ

た。 

図 1 影響を受けた他者. 
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図 2 影響を与えた他者. 

３-２ 他者とアイデンティティの関係性

他者との関係性がアイデンティティへ与える

影響を考察するに当たって、本稿では KH Coder

の対応分析を使用した。具体的にはアイデンティ

ティの記述を他者からの影響または他者への影

響を外部変数にして分析している。なお、対応分

析を使用した場合、アイデンティティの記述およ

び形成においてどのような他者への影響や意味

付け（文脈）が特異的または顕著に影響を与えて

いるかを分析することになる。 

結果として、他者からの影響や他者への影響は

アイデンティティに「アイデンティティを表現す

る際のネガティブ性」と「アイデンティティを現

在の自己を基軸にしているか、未来の自己も含め

ているのかという記述内容の時間軸の幅」という

かたちで影響を与えていると示唆された。「ネガ

ティブ性」は「他人の目を気にしてしまう自分が

いる」「常に崖っぷちの状況」といった記述や「常

に考えて行動し、常に情報を発見して自分自身を

成長させていく」「“私”が高い目標を叶えようと

奮闘」といった記述の比較から推察した。「時間

軸の幅」は「感情がそれぞれ周りに様々な影響を

与えている」という今現在に関する記述と、「階

段のように層になっていることが時間（人生）の

流れを表現」という将来的な記述を比較から読み

解いた。 

４．考察 

ネガティブ性と時間軸の幅という特異的な影

響を与えた理由について以下のように示唆する。

ネガティブ性は、感銘を受ける、または反面教師

に出会うことを通して、その他者からの学びを自

己に取り込もうとしている記述が見受けられ、そ

の理想と現実の自己とのギャップによるものだ

と考えられる。時間軸の幅については、今の自己

について記述する学生は、他者と共有や共感の関

係性、情緒的サポートを行うという関係にあった。

一方の将来的な自己を見据えた学生は、指導と尊

敬の関係性、憧れや目標設定の関係にあったので

はないかと考えられる。 

しかし、ネガティブ性が高いほど他者に関する

記述が多くなったため、他者に対する意識が高い、

または受動性の問題とも考えられる。また、他者

に与えた影響においては、大きくは読み取れなか

った。これらについては、今後の課題としたい。 
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